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本
町
文
化
財
の
積
極
的
な
環

　

境
資
源
化
を

　
　

今
秋
、馬
見
丘
陵
公
園
で
開
催
さ
れ
る

全
国
都
市
緑
化
奈
良
フ
ェ
ア
を
起
爆
剤
と
し

て
文
化
財
活
用
に
よ
る
観
光
資
源
化
を
。

①
新
山
古
墳
出
土
品
の
里
帰
り
展
示
を
。

②
文
化
財
の
展
示
に
つ
い
て
。

③
旅
行
業
者
と
連
携
し
町
内
周
遊
ル
ー
ト

の
定
期
化
。
斑
鳩
、
明
日
香
と
提
携
し
一

体
的
な
観
光
ル
ー
ト
の
定
期
化
を
。

④
観
光
力
の
強
化
の
た
め
に
積
極
的
な
人

的
貢
献
策
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
　

①
新
山
古
墳
の
出
土
品
は
現

在
宮
内
庁
所
蔵
で
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
国

宝
・
重
文
に
も
指
定
さ
れ
る
文
化
財
で
す

が
、
本
町
で
は
防
犯
、
防
火
が
完
備
さ
れ

た
施
設
が
な
い
の
で
至
難
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
町
の
思
い
を
宮
内
庁
に
伝
え
ま
す
。

②
緑
化
フ
ェ
ア
に
合
わ
せ
て
、「
巣
山
古

墳
の
木
製
品
」
を
特
別
展
示
し
ま
す
。

③
以
前
に
斑
鳩
町
（
藤
木
古
墳
）
と
本
町

（
牧
野
古
墳
）
と
で
連
携
し
た
実
績
も
あ

り
、
こ
の
機
会
に
斑
鳩
町
、
明
日
香
村
と

連
携
し
旅
行
会
社
に
企
画
提
案
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

④
平
成
19
年
か
ら
文
化
財
ガ
イ
ド
を
組
織

し
て
い
ま
す
が
、更
に
強
化
（
研
修
・
養
成
）

し
、
主
要
な
文
化
財
に
ガ
イ
ド
を
配
置
し
、

来
客
者
に
案
内
・
解
説
を
行
い
ま
す
。

　

大
型
量
販
店
（
イ
ズ
ミ
ヤ
と

　

カ
イ
ン
ズ
）
の
現
状
は

　
　

(1)　
①
イ
ズ
ミ
ヤ
の
店
舗
建
設
の
状

況
は
。

②
イ
ズ
ミ
ヤ
に
よ
る
町
の
財
政
的
効
果
は
。

③
パ
ー
ト
募
集
の
実
情
は
ど
う
か
。

④
店
舗
進
出
に
よ
る
多
方
面
の
功
罪
は
。

(2)　
カ
イ
ン
ズ
進
出
計
画
の
現
状
は
。

　
　
　
　
　

(1)　
①
本
年
２
月
４
日
、
開

発
完
了
検
査
を
終
え
４
月
下
旬
の
開
店
を

目
標
に
工
事
中
。

②
固
定
資
産
税
、
法
人
町
民
税
等
約
３
，

６
０
０
万
円
の
町
税
増
収
及
び
周
辺
土
地

の
利
用
価
値
の
増
大
、
店
舗
建
設
等
35
億

円
の
資
本
投
入
に
よ
る
経
済
的
効
果
あ

り
。
町
は
事
務
手
続
き
、
調
整
に
担
当
職

員
の
配
置
で
対
応
、
財
政
的
実
負
担
は
な

い
。

③
約
２
１
０
名
程
度
内
定
、
引
き
続
き
50

名
程
度
募
集
中
。
内
80
％
は
広
陵
町
在
住

と
の
こ
と
。

④
年
間
１
６
０
万
人
の
集
客
を
予
定
。
地

元
農
産
物
、
特
産
品
の
販
売
・
雇
用
の
促

進
、
非
常
時
の
避
難
、
食
品
の
提
供
等
の

防
災
拠
点
と
な
る
。
課
題
は
交
通
量
の
増

加
、
混
雑
、
ま
た
競
争
激
化
に
よ
る
中
小

店
舗
の
影
響
。

(2)　
カ
イ
ン
ズ
に
つ
い
て
は
、
地
元
地
権

者
、
役
員
に
計
画
の
説
明
と
交
渉
の
段
階

で
あ
り
、
町
は
今
後
の
動
向
を
見
守
っ
て

い
る
。

　

本
町
の
将
来
の
姿
、
そ
れ
へ
の

　

プ
ロ
セ
ス
は

　
　
「
第
４
次
広
陵
町
総
合
計
画
」
策
定

時
ゆ
え
、
こ
の
質
問
を
し
ま
す
。

①
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
５
人
の
住
民
が

意
見
や
提
案
を
さ
れ
た
。当
局
の
ご
感
想
は
。

②
本
町
の
施
策
「
農
業
特
区
」（
新
規
に

農
地
を
一
反
か
ら
購
入
可
能
）「
区
域
指

定
」（
調
整
区
域
で
も
指
定
区
域
で
あ
れ

ば
建
造
が
可
能
）
制
定
に
よ
る
農
地
の
有

効
活
用
。
裏
の
現
象
と
し
て
農
地
の
減
少
、

農
産
物
減
産
と
両
刃
の
剣
と
も
な
る
。
本

町
は
概
ね
消
費
の
町
で
あ
り
ま
す
が
、
現

状
と
成
果
を
。

③
４
月
下
旬
開
店
の
「
イ
ズ
ミ
ヤ
」、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
「
カ
イ
ン
ズ
」
の
寺
戸
地
区

へ
の
出
店
計
画
の
状
況
を
把
握
し
て
い
れ

ば
説
明
を
。
在
来
地
域
の
商
店
が
無
く
な

り
空
洞
化
と
な
り
、
特
に
高
齢
者
の
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
本
町
は
新

興
地
域
の
真
美
ヶ
丘
地
区
、
在
来
地
域
の

西
・
北
地
区
、
農
業
地
域
の
東
地
区
で
構

成
さ
れ
て
日
本
の
縮
図
的
な
町
で
す
。
小

学
校
に
お
い
て
も
マ
ン
モ
ス
校
の
真
美
ヶ

丘
第
二
小
学
校
、
少
人
数
の
東
小
学
校
と

両
極
端
で
は
あ
る
が
、
反
面
、
特
徴
と
し

て
捉
え
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
て
、
地

形
的
に
は
平
坦
で
高
齢
者
も
住
み
よ
い

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
町
」
を
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
Ｐ
Ｒ
を
す
れ
ば
、
や
り
甲

斐
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
な
る
と
思
う
が

当
局
の
お
考
え
は
。

　
　
　
　
　

①
永
住
の
ふ
る
さ
と
と
し
て

本
町
を
選
ん
で
い
た
だ
い
た
思
い
を
語
っ

て
い
た
だ
き
、
行
政
の
基
本
は
町
に
活
力

が
あ
り
、
住
み
よ
い
環
境
が
保
た
れ
、
皆

さ
ま
に
安
全
で
安
心
で
き
る
満
足
感
を

も
っ
て
い
た
だ
く
町
づ
く
り
に
よ
り
邁
進

す
べ
き
と
思
い
ま
し
た
。

②
農
業
特
区
利
用
者
は
１
１
９
名
で

11
万
８
，
０
０
０
㎡
の
農
地
を
取
得
さ
れ

て
い
る
。
内
農
業
新
規
参
入
者
24
名
、
約

３
１
，
３
１
９
㎡
。
地
域
指
定
利
用
者
は

67
件
で
７
０
，
０
５
７
㎡
。
新
規
参
入
者

で
遊
休
農
地
化
を
防
ぐ
一
方
、
地
域
指
定

に
よ
り
優
良
農
地
の
無
秩
序
な
宅
地
化
の

防
止
に
機
能
し
て
い
る
。

③
在
来
地
域
は
地
元
で
の
日
用
品
の
調
達

が
厳
し
く
な
り
、
バ
ス
路
線
も
廃
止
さ
れ
、

そ
れ
に
変
わ
る
手
段
も
考
え
、
地
域
の
特

色
を
生
か
し
な
が
ら
、
社
会
経
済
情
勢
の

多
様
化
、
価
値
観
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

考
慮
し
、
調
和
の
と
れ
た
町
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
ご
意
見
を
伺
い
将
来
に
備
え

た
。
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